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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

autumn 2013
Oct.– Dec.

C O N T E N T S

特集

03 こんなの聴いたことがない!?

 新感覚のクラシック・
 エンターテインメント

「パギャグニーニ 日本ツアー2013」山口公演

ピックアップイベント

08 まだまだ続く
 YCAM10周年記念祭!

山口情報芸術センター
YCAM 10周年記念祭
坂本龍一+高谷史郎 「LIFE-fluid, invisible, inaudible...」
初公開からさらにバージョンアップして登場

YCAM 10周年記念祭
「YCAMDOMMUNE」「LIFE by MEDIA」
「FILM by MUSIC」

10周年記念祭では街中のプログラムも多彩に展開中

中原中也記念館
特別企画展「『文学界』と中原中也―1930年代の文芸復興」関連企画
中也ウィーク
さまざまなイベントで、中也を想う1週間

山口市民会館
ディズニー・オン・クラシック～まほうの夜の音楽会 2013
ようこそ、まほうの夜の音楽会へ!

親と子どものミュージカル「ルドルフとイッパイアッテナ」
日常をちょっと飛び越えて広がる冒険の世界

12 any通信
◎アーティストボイス ベルリン・フィルハーモニック・ストラディヴァリ・ソロイスツ （音楽家・アンサンブル）
◎お先に試写しました 「Playback」
◎いらっしゃいませ TOYTOYDOMMUNE
◎GOOD GOODS 中原中也記念館オリジナルグッズ「一筆箋」
◎My Favorite  中野恭子 （山口市民会館 職員）

14 イベントカレンダー　10～12月
INFORMATION

平成25年10月1日発行
発行：公益財団法人山口市文化振興財団

本誌記事の無断転載を固く禁じます。
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P2～7　インタビュー写真： 篠崎久美子（スタジオアクア）
P5～6　「おもいでぽろぽろ」舞台写真　©スタジオアクア
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05【弦楽四重奏（カルテット）】　ヴァイオリン2台、ヴィオラ、チェロ各1台の組み合わせによる合奏形態。弦楽四重奏曲を数多く残し、「弦楽四重奏の父」と呼ばれた
ハイドン、その影響を引き継ぐモーツァルト、ベートーヴェン、シューベルトなど、多くの作曲家が弦楽四重奏曲を残し、音楽の代表的な形式の一つとして確立される。

わかる！
キーワード

なぜ彼らは座って音楽をしっかり聴かせ

るという本来のクラシック音楽のスタイ

ルをとらず、パフォーマンス性の強い演奏

スタイルをとるようになったのでしょう?

メンバー一人ひとりはもともとクラシック
出身の人たちで、とくにリーダーのアラ・
マリキアンは国際コンクールでの優勝経
験もあり、卓越した技術をもったプレイ
ヤーとして活躍しています。そんなアラが
ソロ活動をするにあたり、クラシックの世
界で活動をする一方で、アルゼンチン・タ
ンゴやロック、ポップスのミュージシャン

など、ほかのジャンルの人たちとも積極的
に共演してきました。そういった多彩な音
楽活動のなかで、クラシックに固執しない

ヨーク公演、南米公演もしていますし、す
でにヨーロッパ中では大変な人気で、い
ずれ日本でも知られていくことになるの
は間違いないカルテットでした。なので、
ぜひ自分たちで日本に呼びたい、と思っ
たのが最初のきっかけです。
パギャグニーニのコンサートでは、ヴァイ

オリンであったりチェロであったり、いわ

ゆるクラシックで使う楽器の音に直に触
れてもらうことができます。しかしながら、

彼らが演奏するのは通常のクラシックの
方 と々はスタイルが違うので、こんなおも
しろい演奏や弾き方ができるんだ、こん
な曲も弾けるんだ、といったところも知っ
てもらうことで、その先のクラシックの奥
深い世界に興味をもってもらえるのでは
ないかと思ったからです。そういった「ク
ラシック音楽への導入」が一つの目的と
してあります。

また、パギャグニーニ自体が一つ
のエンターテイメントとしてきちん

と確立されているものなので、新しい

エンターテイメントを追求したいという思
いが強くなり、そこからパギャグニーニの
発想が生まれたようです。彼の身近にい
た技術が優れたメンバーに声をかけ、い
まのような弦楽四重奏の編成のパギャグ
ニーニが誕生したと聞いています。
ギャグやコントのようなシーンの演出や、
コンサートの全体の構成は、ほとんどが
リーダーのアラ・マリキアンが考えたアイ
ディアを中心に作られています。もちろ
ん、パギャグニーニという名前（作曲家で
あるパガニーニを文字ってギャグという
言葉を入れている）だけあって確かにコ
ミカルなところは多くありますが、決して
ギャグだけじゃないところもみせてくれ

ます。

そもそも日本でまだ紹介されていないパ

ギャグニーニを呼ぼうと思われたのはな

ぜですか?

彼らは日本にこそまだ来たことはないで
すが、お隣の韓国も含め、アメリカ・ニュー

彼らを日本に呼びよせパギャグニーニ旋風を巻き起こしたいと、

今回の日本ツアーを企画したのは、福岡のテレビ局であるテレビ西日本。

その事業をご担当の武富浩一郎さんにこのたびインタビューを敢行。

パギャグニーニの魅力をたっぷり語っていただきました。

その先のク
ラシックの

奥深い世界
に

興味をもっ
てもらえる

の

ではないか
と思ったか

ら。 新しいムーブメントを日本でもおこすことができるんじゃないか。

まずは、「パギャグニーニ」とはどんなグ

ループなのか教えてください。

パギャグニーニは、おもにスペインを拠
点に活動をしている弦楽四重奏のグルー
プです。クラシックをベースとしながら

も、私たちが思い描くような譜面台を見な
がら座って演奏するスタイルではなく、ス
テージや客席を常に動き回ったり、踊っ
たり、飛び跳ねながらというスタイルで
演奏しているパフォーマーというかエン
ターテイナーというか、そういったグルー

プになります。彼らのコンサートを観てい
ると、普通に座って演奏している時間は
ほとんどないんじゃないかと思うくらい、
常に動いていますよ。

ムーブメントを日本でもおこすことができ
るんじゃないか、そこも今回日本に彼らを
呼ぼうと思った大きな理由の一つになっ
ています。今年の冬に、彼らの韓国公演
の様子を観に行ったのですが、1曲目が
勢いよく始まるとすぐにコミカルな動きも
始まり、会場からはくすくすと笑い声が聞
こえてきて…。少しずつ笑いの雰囲気が
ふくらんでいく様子が感じられました。次
の曲ではそんなに飛び跳ねなくてもいい
のにというくらい飛び跳ねていて（笑）、あ
の場面は誰もが笑わずにはいられないで
しょうね。寸劇のようなシーンも入ったり
して徐々に会場内が温まっていくのです
が、中盤になるとかなりかっこいい曲も演
奏します。そのあたりになると韓国では拍
手喝さいがものすごくて、曲が終わった瞬
間に「うわー」という歓声と口笛も鳴り響
いて、アンコールの後はスタンディングオ

ベーションでした。そんな

光景が日本でも見
られるといいなと

思っています。

会
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武富浩一郎さん
（TNCテレビ西日本
事業局事業部）
今回の「パギャグニーニ
日本ツアー」を担当

◎中也のうたに対する思いが伝わってきた。 （10代女性　「中也の“うた”」より）

◎セッションと休憩後の音楽、サイコ―でした!!  （20代女性　「THE OPENING LIVE CONCERT」より）

◎楽器の音色がとても美しかったです。
　踊るように演奏する姿が印象的で、楽しく聴くことができて良かったです。 （10代女性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2013」より）
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◎爆クラおもしろかったです!!  90分では短かった～。 （40代女性　「YCAMDOMMUNELIVE」より）

◎アンコール3曲ではストラディヴァリウスの名器を遺憾なく演奏していた。
　やはりドイツ人のサービス精神は素晴らしい。 （40代男性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2013」より）

◎昔の地図もありとてもよく見ることができた。　（10代女性　「旅する中也─汽車の笛聞こえもくれば」より）

◎雨を初めて見た感覚。確かに。 （20代女性　「YCAM10周年記念祭オープニングトーク」より）

◎こんなふうに楽しく現代音楽を楽しんでいるのかと、湯山さんの視点がすこぶる刺激的でした。 （40代女性　「YCAMDOMMUNELIVE」より）

◎「女給達」がとても良かった。最後の2文にやられた。 （10代女性　「中也の“うた”」より）

◎何度も観に来ていますが、初めて舞台の上にあがり、奥まで観られて良かったです。 （40代男性　ハイナー・ゲッベルス「Stifters Dinge」より）
0 6

P R E S E N T
「パギャグニーニ 日本ツアー2013」
山口公演のチケット（ペア5組）を
プレゼントします。

【申込方法】 住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の
連絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、10月
31日（木）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mail

でご応募ください。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.86 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

「パギャグニーニ
 日本ツアー2013」
 山口公演
2013年12月15日（日）
15:00開演 （30分前開場）

会場：山口市民会館　大ホール
［チケット情報］発売中
［料金］全席指定 ※3歳以上有料
前売 一般 4,000円　any会員 3,500円（1会員4枚まで）
 25歳以下 2,000円
 こどもステーション山口会員 無料
当日 4,500円

1個1個のギャグはもちろんおもしろいし、
テクニックもすごい。ですが、コンサート

全体がきれいで完璧なプログラムに仕上
がっているので、頭から最後まで通して
観たときの達成感というか満足感がすご
く良いんですよね。個人的には「ブラスト」
のようなパワフルなマーチングショーを

観たような充実感を感じました。なので、
笑いに期待したり、技術がすごい演奏を
聴きたいというだけじゃなく、“パギャグ
ニーニ”という演目をトータルとして楽し
んでいただけたらと思います。

今回の日本ツアーでは、どんな曲が楽し

めて、またどんなところに注目してみる

（聴く）といいでしょうか?

基本的には有名な曲で、みなさんご存じ
の曲ばかりです。冒頭は、サラサーテの
「カルメン幻想曲」から始まります。ほか
に誰でも知っているところでは、パッヘ
ルベルの曲の「カノン」であったり、ヴィ
ヴァルディの「四季」などがあります。あ
とはヴァイオリンのソロの曲でパガニー
ニの「24のカプリース」という曲があるの
ですが、そのなかの24番目、最後の曲で
すね。こちらもおそらく耳にしたとき「あ、
聴いたことがある」と思っていただける
でしょう。このように、クラシックの曲か
らは誰でも聴いたことのある曲が選ばれ
ているし、こういったクラシックの作品以
外では、セルジュ・ゲンスブールというフ
ランスのポップス界でとても有名なシン
ガーの作品であったり、あとはU2の曲を
エレキヴァイオリンの多重録音のような
形で披露する曲もあったり、非常にバラ
エティに富んだ曲構成になっています。
また、プログラムには記載していません
が、今回の来日がクリスマス時期という
こともあって、特別にクリスマスにふさわ

しい曲目も演奏してもらう予定です。
彼らが作り出す音圧や迫力はとてもエネ
ルギーにあふれていて、たった4人でやっ
ているとは思えないほど。クラシックの
ジャンルではほかで味わうことができな
いと思います。オーケストラに匹敵すると
言ってもいいぐらい。そういう世界を観る
ことができますので、そこをぜひ楽しみに
してもらいたいなと思います。まったく肩
肘はらずに楽しめるコンサートだと思っ
ていただいて間違いないですね。最初か
ら最後まで堅苦しいところは一瞬もない
ので。上質の音楽を聴きたい方にも、気
軽に音楽を楽しみたい方にとっても、ど
ちらの要望にも応えられるだけの演奏テ
クニックと、最高のエンターテイメント性
を彼らは持ち合わせています。

いままでにない新しい感覚のコンサート

が味わえそうですね。

そうですね。正直言ってこういうのはこれ
まで観たことがなかったです。パギャグ
ニーニのスタイルとしか言えないくらい
彼らは独特で、個性があって、確立され

たスタイルをもっています。

「なぜパギャクニーニを日本に呼びた
かったのか?」という先ほどの質問で、最
初に映像を見たときに、「こんなの観たこ
とがない!」という驚きがあったからという
のが実はあって、単純に“パギャグニー
ニ”を自分もライブで経験してみたい、そ
して日本の人にも観てほしいという思い
があったからでもあります。

彼らがどうして世界中で活躍できるのか
というと、言葉のいらないパフォーマンス
なので、どの国に行っても演奏と動きだ
けで楽しませることができる、そこが大き
いんじゃないかと思います。とにかく始ま
ると彼らに釘付けになって目が離せなく
なりますよ。次に何が飛び出すんだろう
と、毎回曲が終わるたびに楽しみが増し
ていくし、彼らはその期待を絶対に裏切
らない。さらにすごいものを出してくる、
そんな素晴らしいステージになっていま
す。彼らも日本に来るのを楽しみにしてい
ます。そして、山口の皆さんにもきっと気
に入っていただけるはず。ぜひ会場に足
をお運びください。

まったく
肩肘はらずに楽しめるコンサートだと思っていただいて間違いないです。

メンバーからメッセージが届きました!
私たちは、大好きな日本で初めて演奏できることを心から幸せに思い、今からとてもわくわくしています。
皆さんに来ていただくパギャグニーニのコンサートが、とてもエキサイティングで素晴らしいものになるよう、心を込めて最大限のパフォーマンスをお見せしたいと思います。
アラ・マリキアン （パギャグニーニ リーダー）

メンデルスゾーン国際コンクール（1987、ベルリン）とサラサーテ国際コンクール（1995、スペイン）で優勝後、すでに40以上の国々で演奏活動を行い、また20枚以上のCDをリリースしている。また、東京交響楽団やバンベルク交響楽団ほか世界各地のオーケストラとも共演。ジャズやタンゴ、フラメンコのアーティストとのコラボレーションや映画音楽の録音も多い。その多彩な活動から「パギャグニーニ」を生み出す。スタジオや劇場で活躍する腕利きのプレイヤーを集め、誰もが楽しめるクラシック・コメディ・エンターテインメントを作り上げることに。台詞はなく、常にステージや客席を動き回り、観客の意表をつくノンストップのステージは、いまもなお進化を続けている。

Ara Malikian

パギャグニーニ　Pagagnini
スペイン・マドリードを中心に活動する、クラシック
音楽をベースにした弦楽四重奏によるパフォーマン
ス集団。圧倒的なテクニックとユニークな演奏スタイ
ルでヨーロッパではすでに人気が定着。2013年12月、
初めての日本公演が行われる。



0 9
◎装置を見せてもらえるところがおもしろい。 （10代男性　ハイナー・ゲッベルス「Stifters Dinge」より）

◎「中也の詩論」のパネルを読んでいまさらながらはっとした。詩こそ、彼そのもの、彼のうた。 （40代女性　「中也の“うた”」より）

◎いろんな思いを持って音楽（ノイズ）に身をゆだねられた。　（40代女性　「THE OPENING LIVE CONCERT」より）

◎心地良い。機械が生きているようでした。　（20代女性　ハイナー・ゲッベルス「Stifters Dinge」より）
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◎ハイナーさんの考え方が中々興味深いものだった。もっと追求して欲しい点もあったが時間が足りなかった。 （20代男性　「YCAM10周年記念祭オープニングトーク」より）

◎2人の演奏が楽しかったです。映像と音楽の調和が楽しかったです。リズムが飛び出してきました。 （40代女性　「THE OPENING LIVE CONCERT」より）

◎チェンバロの音色が川のせせらぎに聞こえた。アンコールを何回もありがとう。 （50代女性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2013」より）

◎中也が東京以西の各地を巡ったことがよく分かりました。 （50代男性　「旅する中也─汽車の笛聞こえもくれば」より）
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◎ヤンさんの演奏は愛と誠実さの賜。素晴らしかったです。
　私の人生の中でも脳内物質がヤンさんのように一生懸命活動してくれているんだなぁと、見えない世界を見たようでした。 （40代女性　「YCAMDOMMUNELIVE」より）

◎もっとこじんまりとした会場の方がよいのですかね?  近くでふんわりと聴きたかった。 （40代女性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2013」より）

◎歌謡も含めて中也詩の本質である「唄う」「音楽」ということが、これほど的確、かつわかりやすく展示されているのを見たことがありません。 （50代男性　「中也の“うた”」より）

◎人がいないというところで新しい演劇を観た気がした。 （20代女性　ハイナー・ゲッベルス「Stifters Dinge」より）

◎1700年代の楽器からの音が2013年の空気の中で流れる。素敵な時間となりました。 （30代男性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2013」より）

◎坂本さん大好きですが、スタンディングちょっときつい。 （30代女性　「THE OPENING LIVE CONCERT」より）

◎音、映像の知覚についての話がおもしろかった。 （40代男性　「YCAM10周年記念祭オープニングトーク」より）

名器ストラディヴァリウスを11台集めて、世界的なオーケストラ“ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団”
のメンバーが演奏する「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート」。最後スタンディングオベーションが湧
き上がるほどの感動を私たちに残してくれましたが、アンサンブルのメンバーにとってもどのような演奏
会となったのか、お話を伺いました。

ベルリン・フィルハーモニック・
ストラディヴァリ・ソロイスツ
（音楽家・アンサンブル）

ストラディヴァリウス・
サミット・コンサート2013
2013年6月8日
会場：山口市民会館  大ホール

総額90億円ともいわれる
11台のストラディヴァリウ
スが集結し、世界最高峰
のオーケストラ“ベルリン・
フィル”のトップメンバーた

ちがその名器たちを演奏する贅沢なコンサートを、山
口で開催。ストラディヴァリウスの音色と響きの素晴ら
しさに魅了された聴衆からの惜しみない拍手と、アン
コール終了後のスタンディングオベーションは演奏家
にも大いなる刺激と感動を与えるコンサートとなった。

ベルリン・フィルハーモニック・ 
ストラディヴァリ・ソロイスツ 
BERLIN PHILHARMONIC STRADIVARI SOLOISTS

世界最高のオーケストラ“ベルリン・フィルハーモニー管弦楽
団”を中心とした弦楽アンサンブル。1993年の「サミット・コン
サート」開催に際して結成され、以来、2年ごとの来日コンサー
トにすべて出演。その比類のない演奏は至るところで絶賛を
博し、99年にはベルリン・フィル当局からその名称を冠したア
ンサンブルとして公に認められている。

今までに訪問したことのない街でコン

サートを開き、新しい聴衆の皆さんと一

緒にストラディヴァリウスという世界最

高峰の楽器を通じて奏でる音楽の素晴ら

しさを分かち合えることは私たちにとっ

て新鮮な喜びです。今回、山口市という

風光明媚な街を訪れることができたこと

選ぶ、音楽映画」。単に傑作として映画を観

る、あるいは音楽を聴くのではなく、音楽と映

像の新たな関係性を探る試みとして行いま

す。期間中、岸野雄一による映画音楽に関

するレクチャーもあり。普段とは違う映画の面

白さが発見できるはず!

かわいいだけじゃないんです。
YCAM10周年の

オリジナルグッズと

してキャンディーが

登場。スペイン生

まれのアート・キャ

ンディ・ショップ、パ

パブブレとのコラボレーションで誕生しました。

伝統の技法を用いて職人が手作りで作った

宝石のような輝きを持つキャンディー。かわい

いだけじゃなく、とってもおいしいと好評で、いま

一番人気のグッズです。ワンコイン（500円）で

買える手軽さも魅力。1袋で6つの味が楽しめ

ます。一度ご賞味あれ。

音楽の視点から映画を鑑賞 !
音楽家・坂本龍一が音と音楽に焦点をあて

て選定した映画を特集上映する「音楽家が

2014年、開館20周年を迎えます。

中原中也記念館は、2014年2月18日に開

館20周年を迎えます。メモリアルとなる来年は、

記念事業として、記念館のこれまでの歩みを振

り返る企画展、子どものためのワークショップ、

中学生向けの教材制作、コンサートなどなど、

魅力あふれる企画をたくさん実施していきます。

その準備や改修工事のため、11月からお休み

しますが、2月16日からリニューアルオープンし

ますので、これまで以上にご期待ください! なん

と、オープン初日から18日までの3日間は、20

周年を記念して無料開放します。これを機にぜ

ひ中原中也記念館に足をお運びください。

事務所にあるプリンター横の窓からの景色です。入館したての緊張し
た私をほぐしてくれた空たち。山の向こう側を想像すると心がふっと…。
少し慣れてきた近頃は、この空の下、足を運んでくださった方々がと
びきりの笑顔でお帰りいただけたら、と。

中野 恭子 （山口市民会館 職員）

猛暑が過ぎ去り
待ちわびた
秋の到来

「Playback」
（2012年／日本／113分／モノクロ／35mmフィルム）
［監督］三宅 唱　［出演］村上淳、渋川清彦　ほか

ずして、どう言ったらいいのか。かの映画解説

者、水野晴郎さんの有名な口癖を思い出さず

にはいられない作品で、本当に久々にかなり

深い、気持ちのよい、深呼吸をしてしまった。

YCAM10周年記念祭のプログラムの一つ

で、現在山口市駅通りのカフェFRANKで開

催中の「FILM by MUSIC」でも、招聘作家

として三宅唱監督に作品を制作していただい

た。その名も「ブラジル旅行」。12月1日まで

上映しているので、こちらもぜひご覧ください。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

映画には、幅広いジャンルと手法のものが

あって、いまや「映画という形の何か」だった

り、「何かという形の映画」であることがたまに

ある。そして、話題になる映画は、映画の内

容のことでもそれ以外でも、何かの驚きを持っ

て迎え入れられることが多かったりもする。本

作は、ただ物語がそこに進行していくだけ。映

像から穏やかな空気を感じながら、そこに流れ

る、ささやかな感情を受け止めつつ、スクリー

ンをただ、ただ見つめていくのみ。そして、映

画が終了した時、じわじわとふつふつと湧いて

くる何か。物語の中にある何か。一見、それと

気がつかない演出の何か。つまり、観る人に

大きくわかりやすい手法で、その何かを感じさ

せなくても、その作品の力で、その何かがすっ

と頭や心の中に浮いたり、引っかかってくるよ

うな…。この作品を、真っすぐな映画だと言わ

「Playback」　作品紹介
映画俳優のハジは、40歳を手前に仕事や妻との別居などで人生の分岐
点に立つが、まるで他人事のようにふるまっていた。そんな時、故郷を訪れ
る彼に、ある出来事が起こる。三宅唱監督、劇場長編デビュー作。

© 2012 Decade, Pigdom

© 2012 Decade, Pigdom

デザインリニューアルの一筆箋
以前もご紹介したことのある一筆箋が、デザイ
ンをリニューアルして再登場。中也の詩「汚れつ
ちまつた悲しみに……」「サーカス」「月夜の浜辺」
「宿酔」「一つのメルヘン」をモチーフにした一筆
箋で、表紙に開いた窓からイラストがのぞく、楽
しいデザインになっています。用紙には詩の一節
とワンポイントデザインが入っていて、その可愛
いイラストと中也の言葉が文字を書くことに意
識を深めてくれます。いつも葉書や手紙をしのば
せて、友人たちに言葉を送っていた中也。そんな
ふうにあなたも誰かに伝えたい思いを、何気なく
この一筆箋につづってみてはいかがでしょう。

価格：400円（税込）　35枚綴り（詩5種各7枚入り）

国内外のクラフトビールが味わえる
YCAM10周年の企画の一つとして、商店街の空き
店舗を改装して展開している「YCAMDOMMUNE」。
ここでは会期中夜にバーが出現します。市内でカ
フェを営むToyToyさんが自分の喉で納得して集め
たおいしいクラフトビールを提供。ビギナーには島根
のビアへるんのヴァイツェンがお薦め、ということで
さっそく注文。専用のグラスへ黄金色に輝くビール
が注がれ、おお、なんとも美しい! さてさて一杯、ごく
り。ん!? ビール特有のにがみがほとんどなく、代わり
にバナナのような甘味がのどを潤してくれる。とって
もフルーティ! これならビールが苦手…という人でも
楽しめるのでは? 様々なテイストのビールを飲み比
べることができて、おつまみも充実 ! DOMMUNE

のライブ映像や音楽とともに山口の夜を楽しもう!

TOYTOYDOMMUNE
山口市道場門前1-2-31　※ twitter、facebookあり
営業期間：11月1日（金）～12月1日（日）
　　　　 18:00～22:00　火曜休み

ビアへるん ヴァイツェン
700円

2013年11月1 日 （金）  19:00～
 会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,300円
 any会員・特別割引・25歳以下 800円

「音楽家が選ぶ、音楽映画」
2013年11月8日（金）～ 18日（月）
※12日（火）はお休み

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］ 【1回券】 一般 1,000円　
 any会員・特別割引・25歳以下 500円
 【3回回数券】 一般 2,500円　
 any会員・特別割引・25歳以下 1,300円

関連レクチャー
2013年11月16日（土） 14:00～
会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［講師］ 岸野雄一
［料金］ 無料

中原中也記念館オリジナルグッズ

一筆箋

を大変嬉しく思っています。山口宇部空港

に降り立った時から、その瀬戸内海と山並

みの美しさに感銘を受けました。

私たちベルリン・フィルのメンバーがスト

ラディヴァリウスを手にできるのは、2年

に一度の日本ツアーのみですので、楽器

を手にした私たちは喜びのあまり、全て

の公演で全身全霊を捧げて演奏していま

す。そして演奏に対して、素晴らしい聴衆

の皆様の反応が返ってくることは、われわ

れの大きな喜びです。

山口の聴衆の皆様と音楽を通じて交流が

できたことは大変幸せなひと時でした。本

当にありがとうございました。

音楽を通じて交流ができたことは
大変幸せなひと時でした。
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◎どんな内容か予測できずワクワクして見ましたが、期待を裏切らない内容でした。
　演出がとてもきれいで、雨のシーンは少し切なくなるような素敵なシーンでした。 （20代女性　ハイナー・ゲッベルス「Stifters Dinge」より）

◎素晴らしいヴァイオリンの音色に魅かれ、すっきりした透明な時間が過ぎていきました。 （50代男性　「ストラディヴァリウス・サミット・コンサート2013」より）

◎切符とか地図まであって楽しめました♪  （10代女性　「旅する中也─汽車の笛聞こえもくれば」より）




